
 

 

 

 

 

 

 

底面配向の HCP 反射極点図｛００１｝からＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒの計算 
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概要 

 ND方向の配向度関数は 

 ΣΣＩｃ（α,β）*ｃｏｓ2 (α)  * ｓｉｎ(α)／（ΣΣＩｃ（α,β）*ｓｉｎ(α)） 

 で計算される。 

 しかしβ方向の平均値として扱う場合 

 ΣＩｃ（α）*ｃｏｓ2 (α)  * ｓｉｎ(α)／（ΣＩｃ（α）*  ｓｉｎ(α)） 

 で計算が可能 

 しかしα方向は０－＞９０度の範囲の積算を行う必要があります。 

 ＣＴＲソフトウエアのＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエアでは、 

 反射極点図から測定されていない透過領域を指数関数で外挿する手法を用いています。 

 以下にＬａｂｏＴｅｘで計算されるＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒを反射法極点図から計算する手法を 

 説明します。 

  

 

 

 完全極点図から計算したKearnsFactor ND=0.2376 

 

 

 

 

 

 

 



不完全極点図｛００１｝から計算 

 

β方向の平均によるα方向プロファイル 

  

  測定されていないα方向７５－＞９０度を外挿する。 

 

 



外挿 

 

 

 

 

 

６０―＞７５度外挿と６５－＞７５度外挿を比べると、６５－＞７５度外挿のＦｉｔｔｉｎｇが良好のため、 

KearnsFactorは０．２３５が得られる。 

この値は、ＬａｂｏＴｅｘで計算した値とほぼ一致している。 
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 の計算の場合 

 

 

 

 Ｐ＝４２．４％を得る 



｛０１３｝＜１００＞の場合 

 

不完全極点図から計算 

 

 

 

 



｛００１｝＜１００＞の場合 

 

不完全極点図から計算 

 

 

 

 



｛００１｝＜１００＞FWHM=10deg 

 

反射極点図より計算 

 


